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成果の概要 ／ 末續鴻輝 

 

 Combinatorial game theory colloquium（組合せゲーム理論研究集会）は、ポルトガルにお

いて隔年開催される、組合せゲーム理論の研究集会である。2年前に、初めて参加した際は、

世界的に有名な数多くの組合せゲーム理論研究者と議論することができ、大変刺激的な時

間を過ごすことができた。組合せゲーム理論とは、ゲーム、特に囲碁や将棋を代表とする、

偶然や運の要素が含まれないゲームの、数学的構造を研究する理論である。盤面から必勝戦

略を計算する方法と、その方法に含まれる数学構造（群構造など）を調べる研究が中心的で

あるが、それに限らず研究が行われている。ゲームを数学的な研究対象とするこの学問の歴

史は一世紀以上に及び、古くは 1902 年に Bouton氏がNimというゲームで、盤面のパラメ

ータを二進数表記し、桁ごとの繰り上がりのない和を取ることで、ゲームの必勝戦略を見つ

けることができることを示している。 

 2 年前の参加については、研究室の予算で参加することができたが、本年度においては、

10 月にもアメリカ合衆国で Integers conference 2018 があり、その学会における組合ゲー

ム理論のセッションでも発表を行う予定であったため、予算が足りなくなって 1 月のポル

トガルは行けなくなるのではないかと、不安に思っていた。そんな中で、本研究助成に採択

され、気兼ねなく参加することができたのは、望外の結果であり、深い感謝の念を持って、

本研究集会に臨んだ。 

 本研究集会は 1 月 22 日から 24 日の 3 日間行われ、いずれの日も、午前中は発表のセッ

ションがあり、合計で 19件の発表が行われた。私は、美しい数学構造を持つ Cyclic Nimhoff

というゲームの理論と、Subtraction NIM や All-but NIM と呼ばれているゲームを元に、既

存の研究を拡張して得た、新たな成果について発表を行った。 

 参加者の一人である、Urban Larsson先生は、今回私が研究した内容に近い関連研究を数

多く行っている、組合せゲーム理論の著名な研究者の一人であるが、私の発表内容について

気に入っていただくことができた。Conference dinner の際にも議論をすることができ、論

文の投稿先についても意見をいただけた。Larsson先生とそのような話ができたことは私に

とって非常に光栄であり、同様に身の引き締まる思いであった。 

 その他にも、何名かの方に質問をいただくなど、多くの研究者に興味を持っていただける

発表になったと考えている。 

 午後のセッションは三日間とも、Working セッションとして、参加者同士の議論が行わ

れ、私も参加者たちと刺激的な議論を楽しんだ。なかでも、日本を出発する直前に構築した

理論について、本研究集会を運営されている Carlos 先生にお話ししたところ高く評価して

いただき、特別に最終日の午前に追加の発表時間を取っていただくことができた。 

 日本からは、他に東北大学の入江佑樹助教、筑波大学院生の安福智明氏、名古屋大学院生

の木谷裕紀氏が参加していたが、なかでも入江助教の研究発表はウェルター＝佐藤のゲー



ム、あるいはマヤゲームなどと呼ばれるゲームと、表現論の関係を論じたものであっり、多

く参加者から注目を受ける結果であった。 

 ほかの参加者の出身地は、開催国ポルトガルの他に、アメリカ合衆国、カナダ、イスラエ

ル、インドなど様々な国であり、関心の高さを伺わせた。特にフランスの Lyon 大学が中心

となっている、GAG(Games and Graphs)というプロジェクトのメンバーが、前回に引き続

き今回も数名参加していた。若い世代は日本とフランスが多く来ていたように見えたため、

将来的にはこの両国の研究者たちが本理論を牽引するようなことになるかもしれないと思

うと、身が引き締まる思いであった。 

 また、発表の内容は、古典的ながら今なお組合せゲーム理論の研究者を引き付ける、G-

value の理論に関する研究(私の発表も含まれる)、Lyon のチームや、安福氏らの Graph と

ゲームの関連性についての研究、経済学のゲーム理論（一般に”ゲーム理論“というとこちら

を指す）と組合せゲーム理論を結びつける研究など、多岐にわたる発表があり、また、会議

の最初の発表では、Richard Nowakowski 先生(組合ゲーム理論の教科書の一つである、”

Lessons in Play“の著者の一人)が、直近十年間における組合ゲーム理論のトレンドについて

講演してくださったこともあり、世界的な視野で、どのような内容が注目を浴びているのか

理解することができた。 

 このように、本研究集会における発表は、自らの研究内容を世界各国の同分野の研究者に

紹介し、また逆に、世界中の研究者の動向を知ることができたという点で、非常に有意義な

ものであったと考えている。 

 

繰り返しになりますが、本研究助成をいただけたことで、安心して今回の研究集会に参加

することができました。改めて、本発表に必要な資金を助成していただいた貴財団に、深く

感謝申し上げます。 


